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 要  旨 
本研究では，マイクロマテリアルである線径 200mの硬銅線，軟銅線，アルミ線，2種類の銅クラッドア
ルミ線（それぞれ D200Cu-H-Wire ， D200Cu-A-Wire ， D200Al-Wire ， D200Cu15%CA-Wire ，




（1）D200-Wire-N と D100-Wire-N の引張試験結果の比較から，D100-Wire-N の破断ひずみは
D200-Wire-N に比べて小さくなった．これは，D100-Wire-N の体積は D200-Wire-N に比べて 25%し
かないためだと考えられる． 











（6）D200Cu-H-Wire と D200Cu-A-Wire は，疲労試験を行うことで両線材の引張強度の差は減少し，
硬さはほとんど等しくなることが分かった．このことから，疲労試験によって両線材の機械的特性が
近くなったため，107回疲労強度は同程度になったと考えられる． 
（7）D200Cu-H-Wire は，引張強度，疲労強度と硬さが経年により低下し，硬さについてはばらつき
が大きくなっていた．D200Cu-H-Wire では，経年により局部的に再結晶が起きたために各種機械的特
性に変化が表れたと考えられる． 
 
